
住民接種（６５歳以上高齢者）の会場調整シミュレーションツール

※黄色のセルに入力をお願いします。

市町村名

  

　

① 超低温冷凍庫を設置する医療機関

　→　週当たりの接種回数（100回/日、週5日想定） （１）

② 住民接種時に使用するサテライト型接種施設

　→　週当たりの接種回数（10回/日、週5日想定） （２）

③ 貴市町村で確保している集団接種会場

　→　週当たりの接種回数（280回/日、週5日想定） （３）

   　※条件：2レーン体制、予診～接種まで3分、7時間実施、週5日想定

　　　65歳以上高齢者数
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不足分を解消するために・・・
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プルダウンから貴団体を選択して下さい
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Aグループ

（１回目）

ファイザー社ワクチン接種間隔（３週間）

現時点での週あたりの接種回数

（（１）＋（２）＋（３））

厚労省モデルとの比較

R3.1.1時点の住基

データ（暫定値）

＜厚労省モデル＞

65歳以上の高齢者に対する住民接種において、必要となる週あたりの接種回数

充足率

Ｂグループ

（１回目）

Ｃグループ

（１回目）

Aグループ

（２回目）

Ｂグループ

（２回目）

Ｃグループ

（２回目）

接種回数

（２）サテライト型施設のみで不足分を補う場合、確保すべき施設数は・・・

※条件：1施設10回/日、週5日稼働

（１）集団接種会場のみで不足分を補う場合、確保すべき会場数は・・・

※条件：1会場280回/日（2レーン体制、予診～接種まで3分、7時間実施）、週5日稼働

厚労省モデルを参考に、地域で不足が生じないよう、

①～③（黄色セル、特に②、③）の数字を調整してください。
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